
第19回　日本核医学会　中部地方会 481

20．　Liver　hot　lobe　sign
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　コロイド肝スキャンでは下大静脈閉塞などにおける血

行動態の異常や，肝膿瘍，肝癌，腺腫などの腫瘍性病変

の一部に限局性集積（hot　spot）を示すことが知られてい

る．われわれは重症の急性肝炎の患者で肝スキャン上，

肝右葉後区域下部に一致した明瞭な区域性集積増加を示

した症例を経験したので報告する．肝スキャン以外の画

像診断ではCTは区域性の10w　densityを示し，　USで

も同部に不整な強エコーを認めた．肝の血液プールスキ

ャンでは集積増加し，肝胆道スキャンでは集積が低下し

ていた．肝動脈造影では肝内に腫瘍性病変はなく，肝静

脈や下大静脈にも異常を認めなかった．肝生検では肝硬

変であり，急性肝細胞壊死と門脈血流の局所的な増加が

1iver　hot　lobe　signの原因と考えられた．

21．Tl－201，　Tc－99m　scan法による甲状腺腫瘍検出の再
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　甲状腺腫瘍の質的診断においてTl－201　TICIとTc－

99m　TcO4一によるシンチグラフィの診断能，とくにTl－

201TICIのdelayed　imageの有用性について再検討し

た．対象は昭和62年1年間にTl－201　TICIとTc－99m

TcOゴのシンチグラフィが施行された98例のうち手術

あるいは生検で診断の確定した31例，34病巣である．結

果として，悪性腫瘍の検出についてはsensitivity　86％，

specificity　76％，　accuracy　81％であった．また，　delayed

imageにおける集積の高いほど悪性腫瘍の占める割合が

高くなるが，他部位より僅かに高い程度では悪性腫瘍が

56％であった．今後，他のmodalityとの比較を行いシ

ンチグラフィの意義を再検討する予定である．

22．Tl・201　SPECTによる肺癌診断
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　原発性肺癌確定症例と疑症例30例にTl・201を10mCi

静注し，15分後（early　scan）と3時間後（delayed　scan）に

SPECTを用いて撮像した．胸部を回転半径22　cmで6°

ごとにデータサンプリングをし，各方向30秒360°の投

影像を得た．肺悪性腫瘍の23例全例明瞭に描画され，

検出最小病巣は1．5×1．0×1．5cmであった．原発巣は

delayed　scanにてより明瞭に描画される傾向にあった．

良性病巣は7例のうち5例は描画されなかった．他の2

例はdelayed　scanで淡い描画に変化した．縦隔転移巣

もdelayed　scanで高率に描画され，直径1．5cmの病巣

は検出できた．本法は原発性肺癌の新しい有望な診断法

となりうると思われる．

23．1311・MIBGシンチ陰性であった褐色細胞腫再発例
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　症例は57歳男性で，23年前に左副腎褐色細胞腫にて摘

出術をうけており，今回，解離性大動脈瘤を契機とし

て，多発性の良性褐色細胞腫の再発が発見された．1311－

MIBGシンチは，褐色細胞腫の局在診断において，非

常に高い診断率を示しているが，本例においては偽陰性

を呈し，また正常と診断された右副腎には淡い集積が認

められた．長男も同時期に両側副腎褐色細胞腫を発見さ

れているが，1311－MIBGシンチは陽性であった．良性再

発性，家族性，多発性であり，1311－MIBGシンチが偽

陰性を呈した点で，非常にまれな症例であると考え，報

告した．
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